
科　目

開講年次 ３ 使用教材

学期 月
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5

7
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1

2

後
　
　
　
　
　
期

書き方の実際① 天筆最後の作品として、詩の点訳を行う。

書き方の実際② パソコンの点訳とは何かを理解し，墨字印刷構成の仕方について学ぶ。

12

後期中間考査

書き方の実際③ パソコン点訳による点字本の製作

書き方の実際④ パソコン点訳による点字本の製作

3

前
　
　
　
　
　
期

点字・点訳の基礎知識
点字と墨字についてや点字の構成
・点字を打つ時のポイント

点字の表記 現代仮名遣いや長音、数府などについて

6
分かち書き 文節を理解し、分かち書きをする

前期中間考査

分かち書き
・文章のまとまりや、人名、地名の打ち方
・文章の点訳

9
記号類・情報処理用点字

・句点や疑問符などの打ち方
・視覚障がい者への接し方

前期期末考査

選択生徒像
将来、福祉・看護関連の専門職を目指している生徒に参考になる科目です。
福祉分野に興味関心があり、地道に作業ができる生徒。

選択条件 なし

備　　考
実習費は点字に使用する紙代です。徴収金額の変更をする場合があります。木目をひたすら点字で打つ作業ができること。点字には多
くのルールがあります。つまり、文法の学習でもあると理解して下さい。

目　　標 障がい、視覚障がい者の生活および関連する福祉制度についての理解と認識を深めるとともに、点字の打ち方の技術を習得する。

評価方法

単元 指導内容

知識・技能：思考・判断・表現：主体的に学習に取り組む態度＝３：４：３
・学習プリント　・演習問題　・定期考査　・作品制作

教   科 福　祉 点字

単位数 ２単位
教科書「初めての点訳」
（全国視覚障害者情報提供施設協議会）
点字器セット（貸し出し）   実習費\500円程度

分類・帯 食と福祉系列・S2

科目説明 視覚障がい者の文字である点字を理解し、点字の表記を学びながら点訳の基礎的技術の知識・技術を習得します。


